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はじめに
本書の目的は、企業内で ビジネス インテリジェンス (BI) 製品を選択するにあたって、Oracle とマイクロソフトのどちらが優れているかを見極めることにあります。BI という言葉が指す範囲は、以下で解説しますが広範囲に及びます。そのため、機能のチェックリストによる評価では、適したBI 製品を選ぶことができないという結論に達しました。
BI 製品は、管理職、分析担当者、ライン マネージャといった管理職や経営層だけでなく、セールス、財務、業務といった職務分野にも大きな影響を与えます。そのため BI 製品を選択する場合、誰がどのような種類の情報を、どんな形式で必要か、といった業務要件を把握した上で検討する必要があります。また、開発や運用など、プラットフォームを把握することも必要です。企業における BI の多くは、ビジネス プロセスに統合されることが必要です。今回の評価では、 BI 製品を様々な側面から検証していきます。
本書は、BI 製品を決定するための主な検討事項を評価します。また、マイクロソフトと Oracle の BI の歴史を解説し、現在から将来にわたる戦略を評価します。さらに、それぞれの BI 製品の管理・生産の方向性についても解説していきます。
パフォーマンスとスケーラビリティは BI 製品の評価において重要な事項ですが、評価のためには厳密なベンチマーク テストが必要となります。しかし、これは本書の目的を超えているうえに、一般的な評価方法も存在しないため、これについては解説しません。
ビジネス インテリジェンスとは
ビジネス インテリジェンス (BI) とは、データの収集、蓄積、分析を実現するアプリケーションとテクノロジであり、意志決定に必要な情報を提供します。BI 製品を選択する際、技術的な機能と、ビジネス目的との両方の条件をどれだけ満たしているかを評価して、適切な製品を選択する必要があります。
BI 製品には、以下のようなコンポーネントが含まれます。

· レポート
· 分析
· データ ウェアハウス
· 意思決定支援システム (DSS)
· クエリ
· レポート
· オンライン分析処理 (OLAP)
· 統計分析
· 予測
· データ マイニング
· ポータル
これらを使用して、業務によって生成されたデータを収集し、ビジネスルールに基づいて適切で役立つ情報に変換し、分析やレポートの作成を行います。
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BI は以前のように、特別な知識を身につけた一部の経営アナリストが使用するものではなく、企業の基幹業務に不可欠なものになっています。そのため、BI 製品を選択するためには、企業内の様々な要件に対応できる必要があります。

BI製品を決定する際の主な考慮事項
企業にとって、適切な BI 製品を導入するために、ビジネスにおける適合範囲と、開発者や IT Pro における、開発、運用の容易性を評価する必要があります。

データを役立つ情報に変換するには、多くのプロセスが必要です。このプロセスを決定するために、IT Pro、アプリケーション開発者、ビジネス ユーザーといった、異なる職務を担う多くの関係者が存在します。ビジネス ユーザーは、ビジネス ルールに基づいてデータの変換方法を決定します。アプリケーション開発者は、ビジネス ルールに基づいてデータを取得、統合、表示するプロセスを開発します。IT Pro は、プロセスを管理し、可用性とセキュリティを確保します。
ビジネス ユーザーの要件
BI アプリケーションのユーザーには役割によって異なる様々な要件が存在します。
· 分析担当者 ― 分析担当者は、実績の分析を行い、管理職が行うビジネス上の決定を支援します。そのため、定型的なレポート作成はもちろんのこと、動的かつ対話的な評価指標 (売上高、顧客など) の作成や、データの操作が行える環境が必要になります。分析担当者には、分析、統計、予測モデリング、可視化ツールが必要です。
· 管理職 ― 管理職は様々な場面で BI を活用し、考慮したうえでビジネス上の決定を行う必要があります。管理職には、経営層向けに分析結果を報告するための使いやすいクエリと、レポートを作成する機能が必要です。
· 業務担当者 ― 業務担当者 (営業、マーケティング、会計、人事など) は、業務アプリケーションの一部として BI を利用します。たとえば顧客へのサービスの一環として、小売店の店員が顧客に他の関連製品を勧める場合があります。
これらのユーザーに共通する要件は、信頼できる数値、高度な分析、優れたクエリ パフォーマンスなどの情報をリアルタイムに、配信して欲しいということです。このようなユーザーの要件を満たすことで、BI は業務の一部として組み込まれるようになり、グローバル市場における競争力を強めることができるようになります。
アプリケーション開発者の要件
アプリケーション開発者は、ユーザーが必要とする BI アプリケーションを開発する必要があります。たとえば、販売分析などの BI アプリケーションは、数百万規模のディメンション メンバを持つテラバイト単位のデータを処理できることが求められることがあります。その他にも、主要業績評価指数の作成や財務報告のモデリングに対応できる複雑な計算機能を求められることもあります。また、データの収集、結合、分析を行って、予算作成、計画立案、予測を行うアプリケーションもあります。アプリケーション開発者には、このように多種多様な BI アプリケーションが開発できる BI製品が必要となります。
今日の企業では、ビジネス プロセスの一部として、BI が活用されることが多くなっています。BI 製品が標準で提供する機能だけで、企業に存在するほとんどの要件に対応できますが、まれに対応できない場合もあります。このように、不足している機能がある場合や、新しい要件が発生した場合、サードパーティ製品を組み込んで、迅速にアプリケーションが拡張できるようになっている必要があります。

IT Pro の要件
IT Pro が、BI 製品に求めるのは、可用性、信頼性、安全性に優れていることです。
具体的には、以下の要件を満たす必要があります。

· フォールト トレラント
· スケーラビリティが高い
· 変更管理ができること
· スクリプトによる導入ができること
· 既存のインフラストラクチャ上に構築できること
· 既存のリソースが活用できること
· 既存のスキル セットが活用できること
· クエリ実行時のパフォーマンスの低下を最小限に抑えられること
· リアルタイムまたはほぼリアルタイムのデータをユーザーに提供できること
主な考慮事項の要約
BI が既存のインフラストラクチャやアプリケーションに統合されることにより、ユーザー、アプリケーション開発者、IT Pro のトレーニング コストを削減でき、新しいアプリケーションの開発期間が短縮され、ユーザーの間口を広げることが期待できます。
BI 製品に求められる要件をまとめると、次のようになります。
· データ ソースから情報の表示まで、エンドツーエンドの BI アプリケーションが構築できる
· 分析担当者、管理職、業務担当者など、様々なビジネス ユーザーに適した分析結果が提供できる
· ユーザー、アプリケーション開発者、IT Pro など、様々な BI 関係者の要件に対応できる
· 財務、販売、生産など幅広い分野に対応したソリューションを提供する
Oracle とマイクロソフトの BI 戦略の比較
この章では、BI におけるOracle とマイクロソフトの 歴史から、現在の BI 戦略を解説して両社の違いを比較します。
Oracle の BI 製品の歴史的概要
Oracle は、 IRI 社の Express 製品を買収したことをきっかけに、BI 市場に本格的に参入しました。
Express は BI 製品の中で最も古く、1970 年代の初期にマサチューセッツ工科大学の市場調査を行う教授グループによって開発されました。その後、長い間 BI 市場のリーダー的存在として貢献し、市場調査、販売分析、財務分析、レポート システムの構築に優れたツールとして活躍してきました。1980 年代後半から 1990 年代の初めにかけて、IRI は BI アプリケーションの開発し、1990 年代初めから中盤には、Express における販売実績の大半を Sales Analyzer と Financial Analyzer の 2 つの製品が占めていました。
1995 年、Express は、Oracle によって買収されました。Oracleは、Express 買収後、リレーショナル データベースとの統合を表明しましたが、いまだに苦戦を続けています。
2002 年、Oracle OLAP 9i を発表しました。このリリースで、Express は OLAP Server という名称に変更され、部分的にリレーショナル データベースに統合しました。しかし、OLAP Server にアクセスできるフロントエンド ツールは提供されませんでした。また、Sales Analyzer と Financial Analyzer の 2 つはアップデートされず、製品ライフサイクルを終わらせる結果になってしまいました。
Oracle の BI 製品は、年々シェアを下げていますが、リレーショナル データベースのシェアは大きく伸びています。Oracle の顧客で BI を活用している企業の多くは、Oracle のリレーショナル データベースにデータを格納して、BI のフロントエンドには、Cognos、Business Objects、MicroStragety などのサードパーティ製品を使用しています。
2004 年後半、Oracle 10g のリリースにより、BI への新たな取り組みを発表しました。その中で最も印象的な点は、OLAP エンジンが統合されたことです。これまでのように、OLAP Server が単独の製品として存在するわけではなく、Oracle 10g のコンポーネントとして統合され、Oracle OLAPという名称に変更されました。これにより、コンポーネント間でのメタデータ共有が進み、操作の統一感を実現しました。さらに、Oracle OLAP の重要な拡張製品である Warehouse Builder とDiscoverer も同梱されるようになり、Spreadsheet Add-in などの新製品も追加されました。
さらに、BI に関連した製品をまとめて、Oracle Business Intelligence 10g という名称でパッケージにまとめました。このパッケージには以下の製品が含まれます。
· Discoverer － リレーショナル/OLAP データ アクセス/クエリ ツール
· Spreadsheet Add-in － Excel から OLAP へのデータ アクセスを可能にするアドイン
· Warehouse Builder － BI アプリケーションの設計と導入用 ETL (Extract、Transform and Load) ツール
· Beans － BI アプリケーションの構築に役立つ Java コンポーネント
· Reports Services － レポート作成ツール
このパッケージによって、各製品の位置づけが明確になり、BI アプリケーションを構築するうえでの混乱が発生していた、ツールに関する混乱が解消しました。
さらに Oracle は BI アプリケーションを提供することによって、以下の機能を実現しました。
· EPB － 企業向けの計画と予算計上
· DBI (Daily Business Intelligence) – Oracle Financials モジュールに直接結びついているレポート/分析アプリケーション
· Balanced Scorecard－主要業績評価指数
Oracle は、強力なリレーショナル データベース、ETL 処理の向上、OLAP 機能の統合、新しい分析ツールの追加、BI アプリケーションの提供により、顧客に対して、Oracle リレーショナル データベース提供する唯一の BI ベンダという位置を固めつつあります。
マイクロソフトの BI 製品の歴史的概要
マイクロソフトは 1997 年、SQL Server 7.0 とともに、OLAP Services と Data Transformation Services (DTS) という2つの BI 関連コンポーネントを発表して BI 市場に参入しました。
OLAP Services は、Panorama Software から買収したテクノロジをベースに開発した、多次元データベース コンポーネントです。OLAP Services は、これまでデータ分析に必要だったコストを下げ、多次元データベースのパフォーマンスとスケーラビリティに関する新しい基準を作り上げました。DTS は、データ変換に必要な ETL ツールとして提供されています。

マイクロソフトがデータベースでBI 市場へ参入したため、データベースとの統合により、既存の BI 製品では達成できなかったパフォーマンスを提供しました。

マイクロソフトは、OLAP Services のリリースとともに、多次元データベースへのアクセス コンポーネントである OLE DB for OLAP を公開しました。これは、SQL Server 7.0 が出荷されるより前に、多次元データベースへのアクセス手法の事実上の標準となりました。OLE DB for OLAP は、さらに進化して XML for Analysis (XML/A) の仕様となり、様々なサーバーやクライアントのツール ベンダによって採用されています。
2000 年、SQL Server 2000 を発表し、OLAP Services を Analysis Servicesという名称に変更しました。この際、機能の追加、スケーラビリティの向上、データ マイニング機能の追加により、エンタープライズ レベルの企業への導入も可能になりました。
2002 年、マイクロソフト テクノロジ スタックに対応した RAD 開発ツールであるSQL Server Accelerator for BI (SSABI) をリリースしました。当時市販されていた他の RAD ツールとは違い、SSABI はアプリケーションに固定されたスキーマに依存せず、メタデータの記述に基づいて相関的な多次元のスキーマを生成することができました。
2004 年の初めに、SQL Server 2000 の BI向けレポート コンポーネントである Reporting Services を発表しました。Reporting Services は、レポートのレイアウトとクエリ情報をレポート定義言語 (RDL) という XML 拡張形式で定義しました。これにより、Reporting Services に対応したサードパーティ製品が容易に作成できるようになりました。また、アプリケーションに Reporting Services を組み込んで、レポートの出力を自動化することができるようになりました。
2005 年、SQL Server 2005 を発表し、BI 製品の主要コンポーネントのアーキテクチャを大幅に変更しました。
· DTS は、Integration Services という名称に変更されました。また、ETL の管理が改善し、スケーラビリティが向上しました。
· Analysis Services 2005 で統合ディメンショナル モデル (UMD) と呼ばれる新しいデータ モデルが採用されました。これにより、計算式の作成と主要業績評価指数 (KPI) 管理機能が向上し、より実用的なデータを提供できるようになりました。リアルタイムまたは、ほぼリアルタイムでクエリを行うことができるようになりました。
· Reporting Services には、レポートの作成および変更が行える レポート ビルダ、グラフィカルに MDX クエリが作成できるクエリ ビルダが追加されました。これらのツールを使うことにより、開発者は SQL や MDX の知識がなくてもレポートを作成することができるようになりました。
SQL Server 2005 の開発・管理ツールは Visual Studio 2005 を使用しているため、.NET アプリケーション開発プロジェクトと統合しやすく、チーム開発のサポートやデバッグ機能が強化されています。また、Visual Studio 2005 との統合が進んだ結果、Reporting Services を使用したレポート機能を容易にアプリケーションに追加することができるようになりました。
マイクロソフトは、バックエンドの分析エンジンから、エンドユーザーへ提供するアプリケーションまで統合を進めて来ました。

評価
マイクロソフトと Oracle は、類似した BI 製品を提供しているように見えます。両社とも、経営陣は KPI を使用し、分析担当者はクエリを駆使して分析を行い、統計学者はデータ マイニングを実行するといった様々な要件に対応できます。さらに、データを取り込み、役立つ情報に変換する製品も揃っています。これらの製品には、データベース プラットフォーム、ETL 処理、BI サーバー、ビジネス ルールやレポートの生成などがあります。
次の表で、各製品で対応するコンポーネントを比較します。
	コンポーネント
	Oracle 10g
	SQL Server 2005

	ETL (抽出、変換、ロード)
	Oracle Warehouse Builder
(OWB)
	Integration Services

	リレーショナル データ ウェアハウス
	Oracle 10g リレーショナル
データベース
	SQL Server 2005 リレーショナル データベース

	多次元データベース
	Oracle 10g Enterprise (OLAP
オプション付き)
	SQL Server 2005 Analysis 
Services

	データ マイニング
	Oracle 10g Enterprise (Oracle Data Mining-ODM オプション付き)
	SQL Server 2005 Analysis 
Services

	管理レポート
	Oracle レポートは、OLAP と連携しません
	SQL Server 2005 Reporting 
Services

	アドホック クエリと分析
	Oracle BI Discoverer Plus,
Discoverer Portlet Provider,

Discoverer View
	Microsoft Office 製品 (Excel,
Office Web コンポーネント, 

Data Analyzer, SharePoint)

	データベース開発ツール
	Oracle Warehouse Builder 
(OWB), Analytic Workspace 
Manager, Discoverer 
Administrator, Oracle 

Workflow
	SQL Server 2005 Business
Intelligence Development 
Studio 

	データベース管理ツール
	Enterprise Manager、Analytic Workspace Manager、Oracle Workflow
	SQL Server 2005 SQL Server Management Studio


図 1 並列比較
リレーショナル データベース製品と BI 製品の統合に関しては両社で大きく異なっています。
Oracle の場合、リレーショナル データベースと BI 製品は別の製品として販売されており、個別にインストールする必要があります。また、メタデータが個別に管理されているうえ、ユーザー インターフェイスが大きく異なるなど、統一的に使用するのが困難です。
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図 2 Oracle BI アーキテクチャ
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図 3 Microsoft BI アーキテクチャ
マイクロソフトは SQL Server 2005 でサーバー コンポーネントの統合を実現しました。Integration Services は、データ フローおよび BI コンポーネントを管理します。また、リレーショナル データベースと Analysis Services 間で、データのマッピングを簡単に行うことができます。Reporting Services は、Analysis Services とリレーショナル データベースのどちらでもアクセスできます。アプリケーションの開発においても、SQL Server と Visual Studio が統合され、統合開発環境が提供されるようになったため、BI アプリケーションの作成と保守を容易に行うことができるようになりました。
ETL
Oracle は ETL ツールとして、Oracle Warehouse Builder (OWB) を提供しています。OWB は、データ ウェアハウスを設計、構築、実行する GUI の開発ツールです。開発環境では物理オブジェクト上で動作するのではなく、メタデータと連携して動作します。実行環境においては、メタデータ カタログから物理オブジェクトが作成されます。拡張性としては、ETL 変換やマッピングなどをフックして、サードパーティ製品を追加できるようになっています。
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図 4 ETL: Oracle Warehouse Builder
これらアプローチによって、変更管理、バージョン比較、変更の定期的ロールアウトなどいくつかの利点がもたらされます。しかし、同時に重大な問題が発生します。第 1 の問題は、マテリアライズ ビューなど、リレーショナル データベースの新機能のリリースが遅延して、OWB のリリースに間に合わなかったという点です。第 2 の問題は、OWB の利点を受けるためには、OWB のみを使用しなくてはならないという点です。OWB 以外で行った変更は、メタデータ リポジトリに反映されないため、OWB がその変更を把握することができません。その他の問題として、ETL 処理のプログラミングが、メタデータを持つテーブルにしか対応できない点が挙げられます。そのため、既存のアプリケーションや OWB の機能を使用していないアプリケーションでは、ETL ツールとして OWB を使用することができません。
マイクロソフトが提供する SQL Server Integration Services (SSIS) は、データ ウェアハウス アプリケーションだけでなく、他の種類のデータベース アプリケーションに対しても使用できます。たとえば、RSS フィードを読み込んで、Reporting Services で出力するなど、異種データ ソース間のデータ変換をサポートしています。また、あいまい一致など独自の組み込み機能や、サードパーティ製品を追加することによる拡張も可能です。
マイクロソフトの SSIS は、Oracle の OWB と比べると、データ ウェアハウスの設計を行わないという点で若干スコープが狭いといえますが、機能面では、組織内の様々なアプリケーション要件に対応できるという面で優れています。
OLAP
Oracle は IRI 社のBI 製品である Express を買収したため、リレーショナル データベースと Oracle OLAP の両方で BI が提供されています。それぞれに、ディメンション、ロールアップ、キューブ、モデルなどの機能を提供が提供されています。リレーショナル データベースは、マテリアライズ ビューを通じた集約管理をサポートしていますが、Oracle OLAP は、集約マップを使用して集約管理を行っています。リレーショナル データベースには、lead、lag、rank、ratio など多くの新しい BI 関数がありますが、Oracle OLAP にも独自の数学的、統計的、財務関数セットがあります。このように機能が重複しているため、Oracle を使用して BI アプリケーションを構築する際に、どの機能を使用すればよいのかわからないという混乱を招いています。また、Oracle の長期的 BI 戦略についても混乱が見られます。たとえばOracle がリレーショナル データベースでの BI サポートを強化したとしたら、Oracle OLAP が数年後に消滅する可能性があります。
マイクロソフトの BI 戦略に混乱はありません。Analysis Services は以前から BI プラットフォームであり、これからもその立場は変わらないでしょう。統合ディメンション モデル演算スクリプトのような強力な新機能の登場により、Analysis Services の機能と柔軟性がさらに拡張されています。データ ソース ビューやインテリキューブなどの機能が加わって、構成と実装がさらに簡単になりました。データ マイニングや主要業績評価指数のサポートなどの統合分析ツールによって、分析機能も拡張されています。
メタデータ
メタデータは、テーブルに対してビジネス コンテキストを追加する重要な情報です。
Oracle には、製品ごとの独自のメタデータが、SQL テーブルに格納されています。これらのメタデータは、変更されたときに自動的に反映されるわけではなく、フロントエンド アプリケーションが PLSQL のメタデータ カタログ関数を呼び出すことによって、反映されます。そのため、変更が反映されていないオブジェクトの構造を変更することもできてしまいます。そのような状況が発生すると、フロントエンド ツールは正しく機能しなくなります。
一方マイクロソフトは、統合されたメタデータのビューを持っています。データ ソース ビューは、データのスキーマを表示します。Report Builder は、コンテキスト上にスキーマが配置されるため、データソースからデータを読み込んで表示させることができます。統合ディメンション モデル (UDM) はビジネスに必要な変換を行い、主要業績評価指数などを表示します。このように、様々なツールやアプリケーションからメタデータを利用して、適切なデータを適切なユーザーに提供することができます。
レポート
Oracle は、Oracle Reports と呼ばれるレポート作成ツールを提供しています。Oracle Reports では、SQL テーブル、OLAP、XML ファイル、テキスト ファイルなど様々なデータ ソースを扱うことができます。また、出力形式として、テキスト ファイル、PDF ファイル、XML、HTML などの形式が使用することができます。レポートの配信方法としては、バースティング、レポートの電子メール送信、OracleAS Portal との統合などが提供されています。レポートの種類も表、行列、メール ラベルなど、様々なレポートを作成できます。
ただし、Oracle Reports には、現在、いくつかの問題が存在しています。
第 1 の問題は、Oracle 10g バージョンの Oracle Reports がまだリリースされていないということです。現行バージョンの Oracle Reports では、Oracle 9i にしか使用することができません。
第 2 の問題は、Oracle Reports を使用するためには、Oracle Developer Suite と Oracle Application Server の両方のライセンスが必要になるということです。さらにレポートの作成のスケジューリングを行うには Oracle Workflow も必要になります。これらのことから、Oracle Reports は 1 つの独立した製品と呼べるものではありません。
マイクロソフトは、Reporting Services というレポート作成ツールを提供しています。Reporting Services は、SQL テーブル、Analysis Services キューブ、XML ファイル、テキスト ファイルなど様々なデータ ソースを扱うことができます。また、出力形式として、テキスト ファイル、PDF ファイル、Excel、XML、HTML などの形式を使用することができます。レポートの配信方法としては、バースティング、レポートの電子メール送信、SharePoint との統合などが用意されています。レポートの種類も、表、行列、メール ラベルなど、様々なレポートを作成できます。
Reporting Services は、レポート定義言語 (RDL) として、XML を使用しているため、多くのパートナー (ProClarity、Panorama) が、Reporting Services を利用してレポートを出力する機能を提供しています。
クエリ
Oracle には、Discoverer Plus と呼ばれるクエリ ツールが提供されています。このツールよって、OLAP データとリレーショナル データベースにクエリを実行することができます。Discoverer Plus では、ドリルダウン、ローテーション、優良ディメンション選択機能などの基本的なクエリ スタイルが提供されています。
リレーショナル データベースに対してクエリを実行する場合、管理者が、リレーショナル使用できるテーブルについて記述したエンドユーザー レイヤ (EUL) と呼ばれる、メタデータ レイヤを作成する必要があります。OLAP データにクエリを実行する場合は、OLAP 分析ワークスペースのメタデータ カタログが使用されます。製品のアーキテクチャを次の図に示します。
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図 5 Oracle クエリ アーキテクチャ
Oracle には OLAP データやカタログに対する標準のクエリ言語はなく、EUL にアクセスするためのガイドも公開されていません。つまり、Oracle のツールでしかデータにアクセスできません。
一方、マイクロソフトは、業界標準である XML/A やMDX を採用しています。また、フロントエンド ツールとして、Microsoft Office や SharePoint と統合できるピボット テーブル、Excel アドイン、Office Web コンポーネント など多くのツールが提供されています。さらにパートナーが開発したフロントエンド ツールも多数提供されているため、マイクロソフトの顧客は多くの選択肢の中から選択することができます。
リアルタイム分析
マイクロソフトでは、リアルタイムな分析を可能にするプロアクティブ キャッシュと呼ばれる機能が提供されています。この機能によって、信頼性の高い、リアルタイムな BI アプリケーションを簡単に作成することができます。
Oracle の場合、リレーショナル データベースには、変更データのキャプチャやマテリアライズ ビューと呼ばれる高速リフレッシュなど、リアルタイムなデータ ウェアハウスをサポートするいくつかの機能が提供されています。しかし、Oracle OLAP では、バッチ処理によるロード/リフレッシュの処理が必要です。そのため、Oracle でリアルタイムの BI をサポートするには、多くのカスタム開発が必要になります。しかも、マイクロソフトが提供するリアルタイムな分析機能と同じ機能が実現できるわけではありません。
パートナー
BI プラットフォームを選択する重要なポイントとして、そのプラットフォームを使用して、パッケージ製品を構築しているパートナー企業の数が挙げられます。
Oracle には多くのパートナー企業が存在し、その多くは、Business Objects や Cognos などの BI ベンダです。しかし、ほとんどのパートナー企業は Oracle のリレーショナル データベースを使用した製品を提供しているだけで、Oracle OLAP とは統合されていません。Oracle OLAP を使用して、製品を構築しているパートナー企業は少数の小規模なコンサルティング会社に限られます。
マイクロソフトの場合は、オープン スタンダードである OLE DB、XML/A、RDL などを採用しているため、パートナーから豊富な拡張機能提供されています。具体的には、ProClarity や Panorama などの分析ツール、Business Objects や Cognosなどのクエリ ツール、IntelligentApps や XLCubed などの Excel アドイン、OutlookSoft や GEAC などの分析アプリケーション、eBlocks や ChartFX などのプログラミング コンポーネントと広範囲に及んでいます。
Symmetry Corporation について
Symmetry Corporation は、フォーチュン 1000 社に選ばれており、ソフトウェア ベンダ向けに高度な BI ソリューションの設計、開発、実装を行っている会社です。BI には特に力を入れており、ほぼ 20 年間注力してきました。BI 部門のマイクロソフト認定ゴールド パートナーである Symmetry は、長年にわたる MPAC (Microsoft BI Partner Advisory Council) のメンバであり、SQL Server Accelerator for BI (SSABI) にも大きく貢献しています。Symmetry は、OLAP 設計原理に基づいて多次元データベース アプリケーション用に特別に開発された初のデータベース設計方法、ADAPT を作成したことでも知られています。詳細は、Symmetry の Web サイト (http://www.symcorpo.com) にアクセスするか、+1 (415) 453-7966 までお電話でお問い合わせください。
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